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七
月
末
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
コ
ロ
ン
ビ
ア

に
あ
る
繁
藤
カ
リ
教
会
、
そ
し
て
メ
キ
シ
コ

と
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
布
教
所
に
巡
教
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で

今
回
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
お
道
の
歴
史
に
つ

い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
天
理
教
の
元
一
日

は1960

年
（
昭
和
三
十
五
年
）
天
理
高
校

二
部
農
事
部
生
九
名
が
卒
業
を
前
に
集
団
移

住
し
、
ト
ゥ
マ
コ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
南
西
部
）

に
入
植
し
た
事
に
始
ま
り
ま
す
。
十
七
名
の

若
き
青
年
た
ち
の
バ
ナ
ナ
農
園
開
拓
と
信
仰

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
代
真
柱
は
、
ト

ゥ
マ
コ
の
青
年
た
ち
に
対
し
篤
く
お
心
を
お

掛
け
く
だ
さ
り
、
青
年
た
ち
の
宿
舎
を
「
あ

ら
き
寮
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ナ
ナ
園

は
設
立
会
社
の
事
情
に
よ
り
三
年
で
解
散
、

帰
国
す
る
者
も
い
た
が
残
留
を
決
意
し
た
若

者
は
別
の
農
場
や
日
本
商
社
で
働
く
な
ど
し

て
布
教
に
従
事
し
ま
し
た
。1972

年
（
昭

和
四
十
七
年
）
海
外
布
教
伝
道
部
の
コ
ロ
ン

ビ
ア
出
張
所
が
設
立
さ
れ
、
農
事
部
生
を
送

り
出
し
た
天
理
高
二
部
教
官
の
太
田
哲
三
氏

が
初
代
所
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
最
初
に
入

植
し
た
十
七
名
の
若
者
た
ち
は
苦
労
と
変
転

の
中
、
次
第
に
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、
踏
み

と
ど
ま
っ
た
布
教
師
た
ち
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

道
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。1999

年
に

近
藤
正
壽
氏
が
島
ヶ
原
コ
ロ
ン
ビ
ア
教
会
を

設
立
。
続
い
て2003

年
に
筒
井
雅
夫
氏
が

繁
藤
カ
リ
教
会
を
設
立
。
そ
し
て2008

年

に
は
原
沢
九
二
治
氏
が
フ
ァ
ラ
ジ
ョ
ネ
ス
教

会
（
日
本
橋
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
教
会
長
も
同
じ
第
一
次
入
植
の
仲
間
で
あ

り
ま
し
た
。
現
在
、
繁
藤
カ
リ
教
会
は2018

年
に
会
長
を
筒
井
陽
喜
氏
に
引
き
継
ぎ
、
来

年
で
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

（
参
考
：
グ
ロ
ー
カ
ル
天
理N

o.15

）

今
回
の
巡
教
で
感
じ
た
の
は
、
繁
藤
カ
リ

教
会
の
信
者
さ
ん
た
ち
の
信
仰
姿
勢
で
す
。

教
会
に
つ
な
が
る
方
々
の
ほ
と
ん
ど
が
信
仰

初
代
で
す
。
教
会
で
は
、
鳴
物
練
習
や
練
り

合
い
、
若
者
た
ち
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

日
な
ど
、
毎
週
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
何
か
し

ら
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ど
れ

も
信
者
さ
ん
た
ち
が
自
発
的
に
声
を
挙
げ
て

始
ま
っ
た
こ
と
だ
と
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
姿

勢
は
な
く
、
教
会
が
楽
し
い
か
ら
、
仲
間
が

好
き
だ
か
ら
、
お
道
の
教
え
を
も
っ
と
身
に

つ
け
た
い
か
ら
、
と
い
う
彼
ら
の
自
発
的
な

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
信
仰
は
一
名
一
人
の

心
と
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
。
代
を
重
ね

て
も
、
自
ら
道
を
求
め
、
教
祖
を
慕
い
歩
ん

で
い
く
と
い
う
、
自
発
的
・
主
体
的
な
信
仰

姿
勢
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か

う
三
年
千
日
ま
で
残
り
わ
ず
か
。
誰
に
言
わ

れ
る
で
も
な
く
、
陰
日
向
な
く
教
祖
の
ひ
な

が
た
を
求
め
て
い
く
、
そ
ん
な
通
り
方
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
教
百
八
十
五
年
九
月
一
日

天
理
教
繁
藤
大
教
会
長

坂

本

輝

男
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【立
教
百
八
十
五
年
八
月
月
次
祭

祭
文
】

こ
れ
の
繁
藤
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す
親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
天
理
教

繁
籐
大
教
会
長
坂
本
輝
男
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

親
神
様
に
は
、
「し
ん
ち
つに
心
い
さ
ん
で
し
や
ん
し
て
神
に
も
た
れ
て
よ
ふ
き
づ
と
め
を
」と
、

こ
の
世
人
間
を
お
創
り
く
だ
さ
れ
、
旬
刻
限
の
到
来
と
共
に
、
教
祖
を
や
し
ろ
と
し
て
こ
の

世
の
表
に
お
現
れ
に
な
り
、
陽
気
ぐ
ら
し
世
界
建
設
の
た
め
の
唯
一
つの
道
で
あ
る
た
す
け
づ

と
め
を
お
教
え
下
さ
い
ま
し
た
。

爾
来
、
ど
ん
な
中
で
も
子
供
間
可
愛
い
親
心
の
ま
に
ま
に
、
成
人
の
道
を
恙
な
く
お
連
れ
通

り
下
さ
い
ま
す
御
慈
愛
の
程
は
、
誠
に
有
難
く
勿
体
な
い
極
み
で
御
座
い
ま
す
。

私
共
は
、
旬
に
応
じ
て
親
神
様
よ
り
お
見
せ
い
た
だ
く
度
々
の
お
仕
込
み
に
対
し
、
そ
の
思

召
を
深
く
思
案
し
な
が
ら
、
ひ
な
が
た
に
照
ら
し
て
心
の
向
き
を
正
し
つつ、
た
す
け
一
条

を
の
御
用
に
届
か
ぬ
な
が
ら
も
努
め
励
ま
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
御
座
い
ま
す
。

今
日
の
吉
き
日
は
、
こ
れ
の
繁
藤
大
教
会
に
御
許
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
月
々
の
御
祭
日

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
只
今
よ
り
、
立
教
百
八
十
五
年
八
月
の
月
次
祭
を
執
り
行
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
私
共
の
至
ら
ぬ
上
か
ら
、
お
つと
め
の
手
が
十
分
に
揃
わ
な
い
中
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
一
歩
で
も
世
界
が
陽
気
ぐ
ら
し
の
道
へ歩
み
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

心
を
込
め
て
座
り
づ
と
め
、
て
を
ど
り
を
つと
め
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

何
卒
、
み
か
ぐ
ら
う
た
を
唱
和
し
祈
念
す
る
状
を
も
御
覧
下
さ
い
ま
し
て
、
親
神
様
に
も

御
勇
み
頂
き
、
世
界
一
列
皆
兄
弟
、
神
人
和
楽
の
陽
気
づ
く
め
の
世
の
状
へと
御
導
き
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
一
同
と
共
に
慎
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
繁
藤
大
教
会
立
教
百
八
十
五
年

八
月
月
次
祭
祭
典
役
割
》

祭

主

大

教

会

長

為

田

基

紀

指

図

方

坂

本

久

徳

田

村

聡

佐

扈

者

宮

田

孝

道

伊

藤

正

福

扈

者

村

上

英

士

秋

月

真

一

郎

賛

者

田

村

聡

佐

佐

々

木

惠

賛

者

佐

々

木

惠

田

村

省

悟

座

り

づ

と

め

て
を
ど
り
前
半

て
を
ど
り
後
半

大

教

会

長

宮

田

孝

道

坂

本

久

徳

男

前

大

教

会

長

為

田

基

紀

田

村

聡

佐

坂

本

久

徳

村

上

由

高

田

村

省

悟

前

会

長

夫

人

前

会

長

夫

人

宮

田

ま

ゆ

み

女

黒

石

伸

子

坂

本

喜

子

佐

藤

文

代

宮

田

ま

ゆ

み

武

市

ま

ち

子

秋

月

孝

子

佐

藤

栄

治

大

教

会

長

村

上

英

士

地

方

田

村

聡

佐

佐

々

木

惠

伊

藤

正

福

秋

月

真

一

郎

田

村

省

悟

村

上

由

高

笛

宮

田

孝

道

竹

内

一

祥

宮

田

教

一

チ
ャ
ン
ポ
ン

伊

藤

正

福

石

川

信

雄

秋

月

真

一

郎

拍

子

木

為

田

基

紀

前

大

教

会

長

藤

田

誠

太

鼓

為

田

紀

久

男

宮

田

教

一

竹

内

一

祥

す

り

が

ね

佐

々

木

惠

佐

藤

栄

治

石

川

信

雄

小

鼓

村

上

英

士

藤

田

誠

佐

々

木

惠

琴

坂

本

喜

子

田

村

育

与

黒

石

美

佐

三

味

線

村

上

美

栄

子

黒

石

美

佐

村

上

美

栄

子

胡

弓

佐

藤

文

代

秋

月

孝

子

田

村

育

与

神

殿

講

話

八足出し
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【
直
属
巡
教
・
部
内
定
例
巡
教
】

既
に
ご
承
知
の
事
と
思
い
ま
す
が
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
鑑
み
て
九
月

の
部
内
定
例
巡
教
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
巡
教
は
直
属
巡
教
の
み
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
間
違
え
の
無

い
よ
う
ご
確
認
下
さ
い
。

【
婦
人
会
・
少
年
会
・
青
年
会
各
会
費
納
入
の
お
願
い
】

令
和
四
年
度
の
各
会
費
の
納
入
を
、
左
記
の
通
り
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

・
婦
人
会

一
名
称

六
〇
〇
〇
円

・
少
年
会

一
名
称

六
〇
〇
〇
円

・
青
年
会

一
名
称

六
〇
〇
〇
円

納
入
に
つ
い
て
は
、
各
会
責
任
者
も
し
く
は
会
計
担
当
者
に
お
納
め

頂
き
、
必
ず
領
収
証
を
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。
や
む
を
得
ず
詰
所
事
務

所
に
お
預
け
に
な
る
場
合
は
、
詰
所
に
て
預
か
り
証
し
か
出
せ
ま
せ
ん

の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

【
婦
人
会
】

○
「
み
ち
の
だ
い
お
は
な
し
会
」

左
記
の
日
時
で
「
み
ち
の
だ
い
お
は
な
し
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日

時

十
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
一
時
～
二
時

場

所

東
講
堂

講

師

西
澤

衣
子

先
生
（
本
芝
支
部
会
員
）

河
内

恭
子

先
生
（
岡
山
支
部
会
員
）

・
お
子
様
連
れ
で
の
入
場
は
お
控
え
下
さ
い
。（
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
椅
子
席
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
会
場
に
て
昼
食
を
と
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
必
ず
不
織
布
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
下
さ
い
。

【
神
殿
講
話
】

（

九

月

）

坂

本

久

徳

【
修
養
科
生
並
び
に
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者
講
話
】

（

九

月

）

藤

田

一

憲

【
教
会
長
神
殿
当
番
】

（

九

月

）

関

守
・
高

昭
・
桂

濱

（

十

月

）

紋

別
・
本

訓
・
紋

膽

【
詰
所
教
養
掛
】

（

九

月

）

田

村

聡

佐

（

十

月

）

田

村

省

悟

【
詰
所
事
務
掛
】

（

九

月

）

川

田

智

親

（

十

月

）

渡

辺

朝

之

【
ひ
の
き
し
ん
】

○
婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

九
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
（

未
定

）
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【
よ
ふ
ぼ
く
・
信
者
情
報
の
確
認
リ
ス
ト
提
出
の
お
願
い
】

先
般
、
各
教
会
へ
配
布
致
し
ま
し
た
確
認
リ
ス
ト
は
、
「
よ
ふ
ぼ
く
・

信
者
情
報
の
現
状
確
認
に
つ
い
て
お
願
い
」
を
ご
参
照
の
上
、
転
籍
・
転

住
・
改
姓
な
ど
の
変
更
箇
所
を
訂
正
（
赤
ペ
ン
）
い
た
だ
き
、
至
急
大
教

会
ま
で
ご
提
出
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
ぢ
ば
が
え
り
定
期
便
】

左
記
の
日
程
と
旅
費
で
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
月
次
祭
参

拝
の
定
期
便
を
設
け
ま
す
。
ご
利
用
希
望
の
方
は
、
毎
月
二
十
日
ま
で
に

大
教
会
（
為
田
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

毎
月

二
十
五
日

午
前
８
時
３
０
分

大
教
会
出
発
予
定

二
十
六
日

午
後
２
時

詰
所
出
発
予
定

費
用

片
道
４
０
０
０
円

※
都
合
に
よ
り
時
間
の
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
（
七
月
）】

田
久
生

佐

藤

智

之

【
修
養
科
修
了
生
（
九
七
二
期
）】

直

佐 藤 孝 彦

○
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
開
始

題
名
「
み
ち
の
だ
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

”
聞
く
ほ
ど
に

や
さ
し
く
な
る
は
な
し
”

※

月
に
２
回
配
信
予
定

【
少
年
会
】

○
夏
休
み
こ
ど
も
ひ
の
き
し
ん

夏
休
み
こ
ど
も
ひ
の
き
し
ん
、
お
ぢ
ば
が
え
り
と
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子

ど
も
達
と
共
に
ひ
の
き
し

ん
を
お
つ
と
め
頂
け
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

達
に
お
配
り
い
た
だ
い
た

「
ひ
の
き
し
ん
カ
ー
ド
」

が
一
杯
に
な
っ
た
子
ど
も

達
に
は
、
記
念
の
物
を
用

意
さ
せ
た
頂
き
ま
す
の

で
、
九
月
二
十
日
ま
で
に

団
長
、
副
団
長
ま
で
カ
ー

ド
を
提
出
下
さ
い
。

な
お
、
お
ぢ
ば
が
え
り

を
し
て
い
た
だ
き
、
詰
所

に
帰
参
報
告
を
し
て
い
た

だ
い
た
団
体
に
は
、
大
教

会
長
様
か
ら
の
記
念
品
を

お
渡
し
致
し
ま
し
た
。

夏
休
み
こ
ど
も
ひ
の
き
し

ん
・
お
ぢ
ば
が
え
り
の
上

に
お
力
添
え
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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立 教 百 八 十 五 年 活 動 方 針

創 立 百 三 十 周 年 記 念 祭 ・ 七 代 会 長 就 任 奉 告 祭 に 向 け て

《信仰の元一日に立ち返ろう》
活 動 方 針
（ 三 年 間 を 通 じ ）

『 人 々 の た す か り を 願 い 、
陽 気 ぐ ら し の 輪 を 広 げ よ う 』

実 働 項 目

●おつとめ
・朝夕に神様に手をあわせよう

●にをいがけ・おたすけ
・悩める人に耳を傾け、寄り添う

●陽気ぐらしの実践
・親孝行、夫婦仲良く、陽気ぐらし

三 年 千 日 活 動

・本部月次祭に参拝し、おぢばの理を戴こう

・ブロック活動

にをいがけ、ひのきしん、バザ－、物々交換、

お楽しみ行事を通じて、友だちを誘い参加し

てもらおう
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